
　旧葉山クリニックを会場に、衣笠診療所のスタッフが出張す
る形で葉山町の特定・長寿健康診断を実施します。お近くにお
住いの葉山町民の皆さまはこの機会に健康診断をぜひお受けく
ださい。

健診会場：旧葉山クリニック
住　　所：葉山町上山口3182
アクセス：京急バス「上山口小学校」バス停から徒歩約2分
お　　車：�無料駐車場有（5台分程度 係員の案内に従ってください）

健診日程

日　　時 ❶ 5月15日（金）
10：00～12：00

❷ 9月11日（金）
10：00～12：00

申込期間 4月1日～5月14日 8月1日～9月10日

定　　員 40名 40名

肺がん検診・大腸がん検診・胃がんリスク検診・前立がん検診・
肝炎ウイルス検査・腹部エコー検査もあわせて受けられます。

申込方法 メールまたは電話でお申し込みください。

①メール　�メールに下記必要事項を記入の上、 
s1-ijila@k-minami.or.jp にお送りください。

件　　名：葉山町健診申込
本　　文：氏名・生年月日・住所・電話番号
※�メール確認後、衣笠診療所からメールまたはお電話にて健康診断内容

等を確認させていただきます。

②電　話　衣笠診療所に直接電話でお申し込みください。

衣笠診療所　☎046-851-1062
受付時間：�平　日　9：00～12：30／13：30～16：30 

土曜日　9：00～12：30

た
。こ

の
事
件
を
き
っ
か
け
に

日
本
の
国
民
は
全
国
で
行
動

に
立
ち
上
が
り
、
原
水
爆
禁

止
を
求
め
る
署
名
は
当
時
の

有
権
者
総
数
の
半
数
を
大
き

く
超
え
て
３
２
０
０
万
人
分

に
達
し
ま
し
た
。

反
核
平
和
運
動
の
盛
り
上

が
り
を
受
け
、
１
９
５
５
年

８
月
、
広
島
で
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
開
か
れ
、
原
水

１
９
５
４
年
３
月
１
日
、

ア
メ
リ
カ
は
太
平
洋
の
ビ
キ

ニ
環
礁
で
通
常
火
薬
に
換
算

す
る
と
15
メ
ガ
ト
ン
の
水
爆

実
験
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
を
強
行

し
ま
し
た
。
実
験
は
核
軍
備

競
争
を
原
爆
か
ら
水
爆
へ
と

変
え
、
膨
大
な
放
射
能
が
、

操
業
中
の
日
本
の
マ
グ
ロ
漁

船
や
マ
ー
シ
ャ
ル
島
民
を
襲

い
、
日
本
各
地
に
も
放
射
能

雨
と
な
っ
て
降
り
注
ぎ
ま
し

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
に
参

加
、
高
校
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
５
４
０
人
が
参
加
し
、
会

場
は
満
員
で
し
た
。
主
催
者

報
告
で
は
前
日
に
行
な
わ
れ

た
米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
に
抗

議
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
と

公
正
な
世
界
」
非
核
日
本
キ 

ャ
ン
ペ
ー
ン
前
進
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

全
体
集
会
後
の
分
科
会
は

「
原
発
推
進
ノ
ー
、
原
発
ゼ

ロ
社
会
を
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
福
島
県
の
元
浪
江
町
議

の
馬
場
績
さ
ん
か
ら
「
原
発

事
故
か
ら
15
年
、
わ
が
故
郷

は
【
帰
還
困
難
区
域
】
奪
わ

れ
た
も
の
は
」
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
生
き
る
土
台
、

自
宅
や
畜
舎
解
体
を
自
ら
決

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悩

み
・
苦
し
み
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
日
々

の
暮
ら
し
と
生
業
、
自
然
の

恵
み
、
歴
史
・
文
化
・
教
育

な
ど
、
住
民
の
拠
り
所
が
奪

わ
れ
、
２
万
３
０
０
０

人
以
上
の
避
難
者
が
い

る
。
廃
炉
の
見
通
し
も

立
た
ず
、
地
震
大
国
の

日
本
に
原
発
は
い
ら
な

い
。
安
全
な
原
発
な
ど

な
く
、
原
発
再
稼
働
は

許
せ
な
い
と
の
訴
え
に
、

活
動
を
広
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
共
感
し
ま
し

た
。２

日
目
は
第
五
福
竜

丸
の
無
線
長
、
久
保
山

愛
吉
さ
ん
の
菩
提
寺
ま

で
墓
参
行
進
。
子
ど
も

を
連
れ
た
お
母
さ
ん
や

高
齢
者
と
１
時
間
半
ほ

ど
行
進
し
ま
し
た
。
献

花
台
は
長
蛇
の
列
で
し

た
。
赤
い
バ
ラ
を
捧
げ
て
参

拝
し
午
後
の
会
場
へ
。
第
２

部
の
特
別
企
画
は
高
校
生
の

司
会
で
進
行
。
ビ
キ
ニ
被
災

者
の
証
言
、
静
岡
の
高
齢
者

と
高
校
生
が
一
緒
に
合
唱
、

各
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

草
の
根
の
活
動
で
は
、
愛

吉
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
バ
ラ

を
、
妻
す
ず
さ
ん
が
大
事
に

育
て
「
愛
吉
す
ず
の
バ
ラ
」

と
呼
ば
れ
た
苗
を
、
高
校
生

が
北
海
道
や
沖
縄
の
高
校
に

送
り
、
第
五
福
竜
丸
の
惨
事

を
知
ら
せ
る
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
反
核
の
運
動
が

若
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
て

い
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

神
奈
川
み
な
み
医
療
生
協

�

伊
藤
　
哲
義

爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
日
本

原
水
協
）、
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被

団
協
）
が
結
成
さ
れ
、
原
水

爆
禁
止
の
声
が
世
界
に
ひ
ろ

が
り
ま
し
た
。
被
爆
国
日
本

の
国
民
の
声
が
核
軍
備
競
争

か
ら
核
兵
器
の
廃
絶
へ
、
世

界
の
流
れ
を
変
え
る
転
機
と

な
っ
た
の
で
す
。

「
ビ
キ
ニ
事
件
」
か
ら
72

年
。
毎
年
３
月
１
日
に
は
第

五
福
竜
丸
の
母
港
で
あ
っ
た

焼
津
市
で
、
犠
牲
者
の
追
悼

と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
、
神
奈
川
み

な
み
医
療
生
協
か
ら
も
代
表

を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
回
は

理
事
の
伊
藤
哲
義
さ
ん
・
良

江
さ
ん
ご
夫
妻
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

全体会の会場は満員でした
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67　
「箱崎（町）」（横須賀市）「箱崎（町）」（横須賀市）

やさしいヨガ教室
日　時：毎週水曜日　①９：45〜　②11：00〜
定　員：各回７名（要予約）
会　場：横須賀組合員ルーム
料　金： １ 回１,000 円
　　　　※組合員は、1,000 円のうち500 円を出資金とします。
問合せ：医療生協本部　☎046−853−8105

監修 ／ 折戸めぐみ
（横須賀ピラティス・
  ヨガ教室主宰・
  やさしいヨガ教室講師）

ピラティス・ヨガ教室の
YouTube チャンネルは

こちら⇒理事会報告理事会報告２０２６年２月度２０２６年２月度

臨時総代会の議案「定款の一部変更の件」について提案され、
理事会は副理事長1名を互選することができる事を定款に追加する
ことを決定しました。この件は臨時総代会に提案されます。

１ .　�定款の一部変更について話し合われました。

ショートステイ安護楽において災害時に要援護者の緊急受入れを
行う協定を葉山町と締結すことが提案され、これを決定しました。

２ .　�福祉避難所開設にともなう緊急受け入れに関する協定書締結について
話しあわれました。

2月から「加入増資やりきろう月間」が始まっています。事業所や
地域支部での取り組み状況や、これからの活動計画が報告されま
した。配付者のつどい、健康チェックや健康講話、訪問行動、駅頭
宣伝、ウォーキングやバス旅行など様々な取り組みが計画されてい
ます。また、事業所では窓口での声かけに加えて、訪問行動が実施
されるなど月間の取り組みがひろがっています。

４ .　さいごまでやりきろう月間について話し合われました。

6月の通常総代会に推薦する理事監事候補の推薦状況について
報告されました。横須賀行政区の理事候補あと1名を選出したい旨
が報告・提案され引き続き候補者探しをしていく事としました。

３ .　理事・監事候補の推薦状況について話し合われました。

1月度の経常利益は92万円の赤字でした。
累計経常利益は383万7千円の黒字です。

６ .　2026年1月度の経営状況報告

仲間ふやしは27人でした。出資金増資は254万2千円でした。
７ .　2026年2月度　組織活動統計の報告

組合員数　13,035人／出資金　370,767,500円2026 年 2 月末現在

効果：体幹を鍛える。足を強くする。骨盤底筋群を鍛える。

１.	�大きく足を開いて立ち、
片方のつま先を前にし
ます。

２.	�両手は胸の所で合掌し
て、息を吸って、吐きなが
ら前の膝を曲げ、両手
は合掌したまま曲げた
方の膝の外側にねじり
ます。10秒くらいねじり
ます。

３.	�息を吸って、吐きながら
前の方に合掌の手を戻し、曲げた方の膝も戻します。

４.	一息リラックスします。

反対側もやってみましょう。二回ずつやりましょう。
膝が痛い人は、あまり膝を曲げ無いでやりましよう。一回ずつでも
大丈夫です。

箱崎（はこざき）（町）は
横須賀市の東側、長浦港
と横須賀本港の間に位置す
る「吾妻島（あづましま）」
全域を指します。江戸時代
には東京湾の船着場として
栄えた漁村でした。明治
以降は旧日本海軍の軍用
地となり、現在では一般の
立ち入りが制限された米海
軍貯油所施設エリアです。以前は箱崎半島と呼ばれ、陸地と続い
た岬でしたが、1889年（明治22年）の水路掘割により島になりまし
た。箱崎（町）は明治から現在にいたるまで、旧海軍軍用地（貯
油場）として立ち入ることが許されず、百数十年にわたり詳しい様
子がわかっていません。　現在では、商業施設「コースカ」から
発着する「軍港めぐり」の観光船から様子を見ることができます。
明治初期頃まで、箱崎半島内に天照大神を祭神とする長浦神

明社があり、「箱崎明神」といわれ長浦村の鎮守であったことから
「箱崎」と呼ばれる
ようになったようで
す。「箱崎町」は
昭和27年成立の町
名で、もと長浦の
一部でした。町名
は長浦の小字によ
るとされています。

YOKOSUKA 軍港めぐり

箱崎町（吾妻島）神奈川県
ホームページより

ねじりのポーズLesson 82

外来患者 ： 3,338人、訪問看護 ： 126人
訪問ヘルパー ： 64人、デイサービス ： 111人
ショートステイ ： 59人、ケアプラン ： 293人

５ .　2026年1月度の患者利用者状況報告

2
月
27
日（
金
）、
自
然
災
害
が

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
昨
今
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
安
護
楽
が
福
祉

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す

る
た
め
に
葉
山
町
と
当
法
人
で
話

し
合
い
、
受
け
入
れ
に
関
す
る
協

定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
当
日
の

締
結
式
に
は
葉
山
町
か
ら
山
梨
崇

仁
町
長
を
は
じ
め
、
総
務
部
長
や

福
祉
部
長
な
ど
6
名
が
参
加
、
当

法
人
か
ら
は
藁
谷
收
理
事
長
、
片

倉
博
美
専
務
理
事
、
齋
藤
崇
総
務

部
長
の
3
名

が
参
加
し
ま

し
た
。

福
祉
避
難

所
は
一
般
の

小
・
中
学
校

の
指
定
避
難

所
と
は
異
な

り
、
高
齢
者

や
障
害
者
な

ど
要
配
慮
者
と
い
わ
れ
る
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
を
受
け

入
れ
る
場
所
で
す
。
い
っ
た
ん
、

指
定
避
難
所
に
避
難
し
た
後
、
福

祉
避
難
所
が
望
ま
し
い
と
町
が
判

断
し
た
人
を
移
送
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
も
と
も
と
安
護
楽
を
利

用
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
慣
れ

親
し
ん
だ
施
設
を
利
用
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
避

難
所
と
し
て
必
要
な
災
害
備
蓄
品

は
町
が
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
課
題
は
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
を
せ
ず
に
直
接
、
福
祉
避
難

所
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み

づ
く
り
の
簡
素
化
で
す
。

藁谷收理事長と山梨崇仁葉山町長

福
祉
避
難
所
開
設
に
と
も
な
う

　
緊
急
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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料
を
お
渡
し
す
る
「
医
療
・

介
護
相
談
会
」（
食
料
支
援

活
動
）
を
続
け
て
い
ま
す
。

３
月
14
日
（
土
）
に
三
浦
診

療
所
で
は
２
回
目
の
食
料
支

援
を
開
催
し
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
の 

助
け
あ
い

医
療
生
協
の
活
動
の

一
つ
に
助
け
あ
い
活
動

が
あ
り
ま
す
。「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
」
の
助
け
あ
い
の
気

持
ち
で
医
療
生
協
の
組

合
員
か
ら
た
く
さ
ん
の

お
米
や
レ
ト
ル
ト
食

品
、
缶
詰
な
ど
の
食
料

品
や
日
用
品
、
資
金
カ

ン
パ
な
ど
を
頂
き
、
食

料
支
援
が
実
施
で
き
て

い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

医
療
介
護
相
談
会
を 

開
催今

回
の
医
療
・
介
護
相
談

会
は
４
名
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

み
う
ら
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
居
宅
介
護

支
援
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
さ
ん
を
通
じ
て

２
名
の
方
に
支
援
物
資

を
届
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
医
療
介

護
相
談
を
通
じ
て
食
料

支
援
を
続
け
て
い
く
予

定
で
す
。

物
価
の
高
騰
に
、
賃
金
や

年
金
の
上
昇
が
追
い
付
か

ず
、
多
く
の
人
々
の
生
活
が

困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
期

に
、
神
奈
川
み
な
み
医
療
生

協
で
は
医
療
や
介
護
、
生
活

や
仕
事
な
ど
の
相
談
を
受

け
、
必
要
な
方
に
無
料
で
食

手
作
り
パ
ネ
ル
で
記
念
撮

影
で
は
、
お
内
裏
様
と
お
雛

様
の
特
性
顔
出
し
パ
ネ
ル
で

写
真
を
パ
シ
ャ
リ
！
ス
タ 

ッ
フ
が
書
き
上
げ
た
、
各
年

代
の
名
俳
優
の
美
男
美
女
と

記
念
撮
影
を
し
た
利
用
者
さ

ん
は
照
れ
な
が
ら
も
み
な
さ

ん
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

今
後
も
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
続

け
て
、
み
な
さ
ん
を
笑
顔
に

し
て
い
き
ま
す
！

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
安
護
楽

�

菊
地

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
安
護
楽

で
は
、
季
節
行
事
と
し
て
３

月
１
日
に
３
色
団
子
あ
ん
み

つ
作
り
と
手
作
り
パ
ネ
ル
で

記
念
撮
影
を
楽
し
む
「
お
ひ

な
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。３

色
団
子
あ
ん
み
つ
作
り

で
は
、
利
用
者
さ
ん
と

一
緒
に
抹
茶
や
ジ
ャ
ム

で
色
付
け
し
な
が
ら
白

玉
粉
を
こ
ね
て
、
丸
め

て
、
つ
ぶ
し
て
、
く
ぼ

ま
せ
て
、
ゆ
で
て
３
食

団
子
の
完
成
。
あ
ず
き

の
代
わ
り
に
羊
か
ん
を

さ
い
の
目
に
切
っ
て
入

れ
た
３
色
団
子
あ
ん
み

つ
は
、
普
段
お
や
つ
も

食
べ
な
い
人
も
美
味
し

そ
う
に
召
し
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
で
交
流

後
半
は
８
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
受
け
て
の
感

想
交
流
な
ど
の

意
見
交
換
を
行

い
、
組
合
員
と

職
員
が
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

「
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
看

護
を
し
て
い
る
」

「
将
来
、
み
な
み

の
看
護
師
さ
ん

に
お
世
話
に
な

り
た
い
」
な
ど

の
嬉
し
い
感
想

も
頂
き
ま
し
た
。

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
衣
笠
・

三
浦
・
逗
子
の
各
診
療
所
の

職
場
責
任
者
の
看
護
師
さ
ん

３
名
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

診
療
所
の
良
い
と
こ
ろ
、
独

居
の
方
へ
の
対
応
、
他
の
医

療
機
関
と
の
違
い
な
ど
を
高

橋
恵
美
看
護
師
長
の
進
行
で

話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
「
看
護
師
を

め
ざ
し
た
き
っ
か
け
は
？
」

と
の
質
問
へ
の
意
外
な
回
答

に
、
会
場
が
盛
り
上
が
る
一

幕
も
。

３
月
11
日
（
水
）
横
須
賀

産
業
交
流
プ
ラ
ザ
で
「 

組

合
員
と
職
員
の
活
動
交
流
集

会
」
を
開
催
し
、
組
合
員
・

職
員
合
わ
せ
51
人
が
参
加
し

ま
し
た
。昨
年
に
引
き
続
き
、

参
加
目
標
の
50
人
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、
組
合
員
と
職

員
が
交
流
す
る
、
貴
重
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス�

�

カ
ッ
シ
ョ
ン

今
回
は
事
業
所
か
ら
の
報

告
で
は
な
く
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

こ
れ
ま
で
は
、

各
支
部
で
独
自

に
行
っ
て
い
た

葉
山
の
バ
ス
旅

行
が
、
高
齢
化

で
参
加
者
が
減

り
コ
ロ
ナ
禍
後

の
昨
年
か
ら
、

合
同
企
画
と
し

て
復
活
。
葉
山

北
・
南
・
一
色

３
支
部
合
同
の

バ
ス
旅
２
回
目

の
今
年
は
、
規

模
を
縮
少
し
て

中
型
バ
ス
で
小

田
原
方
面
と
し

ま
し
た
。

３
月
３
日（
火
）

当
日
は
、
予
報

通
り
最
悪
の
雨

の
一
日
で
し
た
が
、
キ
ャ
ン

セ
ル
も
な
く
出
発
。
小
田
原

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
は
、

温
室
（
ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ

ン
）
内
の
珍
し
い
花
ヒ
ス
イ

カ
ズ
ラ
を
見
、
園
内
の
早
咲

き
の
お
か
め
桜
や
梅
林
を
傘

を
手
に
散
策
し
ま
し
た
。
昼

食
後
は
漁
港
の
駅
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
小
田
原

や
、
小
田
原
駅
直
結

の
ミ
ナ
カ
小
田
原
で

買
い
物
を
し
た
り
、

屋
上
の
足
湯
で
の
ん

び
り
し
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
昼
食
の
刺

身
定
食
が
と
て
も
お

い
し
く
、
並
ん
だ
小

鉢
も
手
が
込
ん
で
い

て
大
満
足
！
中
で
も

定
食
に
出
さ
れ
た
塩

辛
と
昆
布
の
佃
煮
を
買
お
う

と
、人
が
並
ぶ
ほ
ど
で
し
た
。

往
き
の
車
内
か
ら
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
雨

で
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

こ
の
旅
で
３
名
が
加
入
し
、

４
件
の
増
資
が
あ
り
ま
し
た
。

こねこね団子づくり

三浦診療所 2階会議室で開催

小田原フラワーガーデンにて

ケアマネージャーから支援物資をお届け海外の名俳優と記念撮影

グループに別れて交流しました

パネルディスカッションを実施

完成した３色団子あんみつ
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２０２６年４月１日現在

２０２６年４月１日現在２０２６年４月１日現在

田中
岡田
10:00〜

岡田
高橋（市大）

原（糖尿）

川端（市大）

市川（市大）市川（市大）
石原（市大石原（市大・糖尿）
岡田岡田 10:00〜

岡田 2:30〜
（第 2・4・5）

原
（第 1・3）

岡田
1:30〜3:00

國本
（市大）

天野

（第 2・4）

山本（市大）

大西（第4）竹内
（ 9：15〜）

竹内
（ 9：15〜）

清水

竹内
（ 9：15〜）

竹内
（ 9：15〜）

平野

濱中
（第1・3・5）

房野
（市大）

竹内 9：15 〜
（外来 第 1・3・5）

天野
（外来 第 2・4）

４４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ミ
ラ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

成
果
は
、
朝
一
番
の
楽
し
み

な
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
選
手
の

悔
し
涙
に
は
、
つ
い
つ
い
も

ら
い
泣
き
し
て
し
ま
い
ま
す

が
「
次
が
あ
る
よ
、
次
、
次
」

と
い
う
コ
ー
チ
の
言
葉
に

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
気
持
ち

で
す
。

逗
子
市
　
小
林
紘
子

毎
年
必
ず

７
月
の
大
腸
が
ん
検
査
で

（
＋
・
＋
）
再
度
検
査
を
し

て
も
（
＋
・
＋
）
岡
田
先
生

の
す
す
め
で
大
腸
カ
メ
ラ
の

検
査
を
受
け
ま
し
た
。
切
除

し
た
ポ
リ
ー
プ
か
ら
が
ん
細

胞
が
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、

周
辺
に
は
ま
だ
広
が
っ
て
お

ら
ず
命
拾
い
し
ま
し
た
。
大

腸
が
ん
検
査
は
簡
単
に
受
け

ら
れ
る
の
で
、
毎
年
必
ず
受

け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

横
須
賀
市
　
髙
野
真
弓

思
い
出
し
ま
し
た

三
浦
半
島
地
名
の
由
来

「
殿
前
」に
つ
い
て
読
み
、「
平

和
の
母
子
像
」
を
見
に
行
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
以
前
、

他
県
に
住
ん
で
い
た
時
、
米

軍
機
墜
落
事
件
を
知
り
、
大

変
悲
し
く
怒
り
を
感
じ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

葉
山
町
　
小
林
よ
う
子

健
康
ヨ
ガ

健
康
ヨ
ガ
を
読
ん
で
「
肩

こ
り
、
猫
背
の
予
防
」
が
目

に
入
り
、
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
姿
勢
が
悪
く

ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
少
し
で
も
体
を

動
か
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

三
浦
市
　
谷
芳
枝

初
め
て
作
り
ま
し
た

ふ
き
の
と
う
を
い
た
だ
き
、
初

め
て「
ふ
き
味
噌
」を
作
り
ま
し
た
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
ほ
ろ
苦

さ
が
抜
け
て
美
味
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
食
べ
過
ぎ
は
ご
注
意
。

三
浦
市
　
宇
津
木
和
子

俳 

句
短 

歌
「
う
ぐ
い
す
よ
」
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
妻
の
顔

窓
開
け
て
光
が
お
ど
る
春
の
風

旅
立
っ
て
祝
う
人
々
散
る
桜

初
鳴
き
や
起
き
て
空
見
よ
山
を
見
よ

花は
な
い
か
だ筏
川
の
流
れ
に
寄
り
そ
い
て

寒
戻
り
ふ
る
え
て
い
る
よ
な
白
も
く
れ
ん

行
く
春
は
う
し
ろ
姿
や
お
さ
げ
髪

今
思
う
遠
い
昔
の
初
恋
を

　
　
　
　
　 

元
気
で
い
る
か
幸
せ
だ
ろ
か

山
肌
に
春
風
は
こ
び
雪
形
は

　
　
　
　
　 

種
子
蒔
く
時
の
野
良
の
暦
ぞ

横
須
賀
市今井

順
子

横
須
賀
市重松

康
平

横
須
賀
市

三
堀
千
鶴
子

亡
き
母
の
形
見
は
ひ
と
つ
子
へ
の
愛

　
　
　
　
　 

わ
が
子
に
つ
な
ぐ
亡ぼ

う
ぼ母

の
お
し
え

８ ７５ １
２ １ ６

４ ３
７５

１ ２３
２６

９ ５
６ ３ １

６ ５７ ９

４４

５

３
シロメ ト ズ
ギシ ボウセキ
アラスジ ン

ハ ジ キソ
ハハオヤ ラバ
ノリ クルミ
ヒコウ イミン

61

横須賀市／石井千鶴子　木村和子　今野順子　	
	 　田代晴美
三浦市／小比類巻優子　鈴木かをる
逗子市／小澤正水　川村紫朗
葉山町／小林よう子　小峰貞二郎

〈ハルヤスミ〉

横
須
賀
市
　
河
合
滋
晴

横
須
賀
市
　
堀
江
美
帆

横
須
賀
市
　
堀
江
美
羽

三
浦
市
　
宮
川
一
滴

葉
山
町
　
石
井
冨
貴
子

逗
子
市
　
菊
池
早
苗

横
須
賀
市
　
藤
原
か
よ
子

機
関
紙
の
感
想
、
日
頃
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
文
芸
、俳
句
、

和
歌
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

横須賀市
稲葉広美

横須賀市　木村和子
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